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29
年
度
実
調
を
分
析
「
報
酬
引
き
上
げ
を
」

○
…
「
い
ず
れ
介
護
保
険
も
自
己
負
担
が

原
則
２
割
か
…
」。
中
年
の
男
性
記
者
２

人
が
浮
か
ぬ
顔
で
遅
め
の
ラ
ン
チ
。
介
護

保
険
部
会
の
審
議
を
傍
聴
し
た
ば
か
り
。

介
護
保
険
の
審
議
で
は
原
則
2
割
負
担
は

見
送
ら
れ
た
が
…
。

○
…
い
ま
、
社

会
保
障
制
度
改

革
に
お
け
る
最

大
の
焦
点
は
後

期
高
齢
者
の
窓

口
負
担
を
原
則
１
割
か
ら

原
則
２
割
に
引
き
上
げ
だ
。
政
府
は
全
世

代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
（
議
長
・
安
倍

首
相
）
で
年
内
決
着
を
目
指
し
て
い
る
。

厚
労
省
は
約
８
千
億
円
の
医
療
給
付
費
削

減
効
果
が
あ
る
と
試
算
し
た
。

○
…
と
も
に
50
代
後
半
。
親
は
い
ず
れ
も

後
期
高
齢
者
で
年
金
受
給
者
。
公
的
年
金

が
実
質
目
減
り
し
て
い
る
た
め
か
，
会
う

た
び
に
「
介
護
ま
で
２
倍
に
な
っ
た
ら
本

当
に
苦
し
く
な
る
」
と
愚
痴
ら
れ
る
と
い

う
。「
俺
た
ち
の
時
は
…
」（
楢
）

宮
澤
博
行
衆
議
院
議
員
、
自
見
は
な
こ
参

議
院
議
員
ら
衆
参
議
員
お
よ
そ
20
人
（
代

理
含
む
）、
推
進
協
か
ら
赤
枝
会
長
、
佐
々

木
亀
一
郎
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推

進
政
治
連
盟
代
表
、
田
伏
清
副
会
長
、
安

江
紀
子
副
会
長
、
栗
野
裕
治
副
会
長
、
赤

枝
眞
紀
子
事
務
局
長
、
石
島
衛
理
事
、
上

里
絹
代
沖
縄
支
部
長
ら
が
出
席
し
た
。

ま
た
厚
生
労
働
省
の
齋
藤
良
太
高
齢
者

支
援
課
長
、
眞
鍋
馨
老
人
保
健
課
長
、
西

澤
栄
晃
保
護
事
業
室
長
、
財
務
省
主
計
局

の
三
木
文
平
厚
生
労
働
第
２
係
主
査
が
同

席
し
た
。

石
原
会
長
は
「
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
本
日
、（
推
進
協

か
ら
）
要
望
を
聴
き
、実
現
に
向
け
て
（
政

府
に
）
さ
ら
に
強
く
働
き
掛
け
た
い
」
と

挨
拶
。
赤
枝
会
長
は
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
と
従

来
型
の
基
本
報
酬
設
定
上
の
不
合
理
な
ど

要
望
の
趣
旨
や
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推

進
政
治
連
盟
の
発
足
な
ど
を
説
明
し
て
支

援
を
要
望
し
た
。
ま
た
佐
々
木
政
治
連
盟

代
表
が
自
己
体
験
を
交
え
て
「
個
室
ユ

ニ
ッ
ト
の
広
が
り
が″
老
後
の
安
心
〟
に

繋
が
る
」
と
訴
え
た
。

「
ほ
と
ん
ど
利
益
な
し
」

　
　
　
（
29
年
度
実
調
を
分
析
）

懸
上
忠
寿
事
務
長
が
３
項
目
の
要
望
に

つ
い
て
分
析
な
ど
を
交
え
て
説
明
し
た
＝

基
本
報
酬
の
不
合
理
を
指
摘

　
　
（
赤
枝
会
長
が
要
望
説
明
）

勉
強
会
を
兼
ね
た
総
会
に
は
、
石
原
会

長
の
ほ
か
、
中
村
裕
之
事
務
局
長
、
左
藤

章
衆
議
院
議
員
、
富
岡
勉
衆
議
院
議
員
、
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Number 154 1 面　29 年度実調を分析「報酬引き上げを」
　　　介護保険部会　意見取りまとめへ
　　　国政ニュース、こちら傍聴席
2 面　介護保険事業（支援）計画
　　　介護保険委員長のよもやま話
　　　【支部便り】埼玉・東京支部合同
　　　新ﾕﾆｯﾄｹｱ検討委員会、研修委員会
3 面　施設紹介
　　　【ひまわり港南台】（神奈川）
　　　【ふぁみいゆ行田】（埼玉）
4 面　介護ニュース・ダイジェスト
　　　ズバリ回答！人事・労務のお悩み
　　　広告掲載企業募集

　　　会員施設数

　

12
月
３
日
、
自
民
党
の
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議
員
連
盟
（
石
原
伸
晃
会
長
）

の
２
０
１
９
年
度
第
２
回
総
会
が
開
か
れ
、
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議

会
（
推
進
協
、
赤
枝
雄
一
会
長
）
は
「
基
本
報
酬
単
価
の
引
き
上
げ
」「
特
定
処
遇
改

善
加
算
の
固
有
加
算
率
の
設
定
」「
生
活
保
護
者
の
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
利
用
規
制

撤
廃
」
の
３
項
目
を
要
望
し
た
。
石
原
議
連
会
長
は
「
推
進
協
と
連
携
し
、
実
現
に

向
け
て
政
府
に
強
く
働
き
掛
け
る
」
な
ど
と
述
べ
た
。

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
議
連
に
要
望
書
（
３
項
目
）
を
提
出

石
原
議
連
会
長　
実
現
に
向
け
働
き
掛
け

2019 年（令和元年）

（１）

こ
ち
ら
傍
聴
席

◎
い
ず
れ
「
原
則
２
割
」

ウ
の
目
タ
カ
の
目

第
８
期
介
護
事
業
計
画
の
方
向
示
す

　
介
護
保
険
部
会　
意
見
取
り
ま
と
め
へ

11
月
27
日
、
第
86
回
介
護
保
険
部
会
は

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向

け
、【
社
会
福
祉
法
人
の
事
業
展
開
】【
介

護
福
祉
士
養
成
施
設
卒
業
生
の
国
家
試
験

義
務
付
け
】【
保
険
者
機
能
】【
論
点
ご
と

の
議
論
】【
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確
保
】

を
議
論
し
た
。
12
月
中
旬
ま
で
に
意
見
書

を
取
り
ま
と
め
る
。
主
な
議
論
と
方
向（
現

時
点
）
は
以
下
の
通
り
。

▽「
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
」（
仮
称
）

を
創
設
。
貸
付
制
度
を
導
入
。

▽
介
護
福
祉
士
試
験
「
養
成
施
設
コ
ー

ス
」の
国
家
試
験
義
務
付
の
経
過
措
置（
５

年
間
猶
予
）
を
延
長
す
る
方
向
。
外
国
人

留
学
生
な
ど
に
配
慮
。

▽
調
整
交
付
金　

配
分
方
法
を
今
の

「
要
介
護
認
定
率
」
か
ら
「
介
護
給
付
費
」

を
重
視
す
る
方
法
に
見
直
し
、
85
歳
以
上

の
多
い
自
治
体
に
配
慮
。

▽
補
足
給
付　

給
付
引
き
下
げ
め
ぐ
り

賛
否
。
不
動
産
の
勘
案
は
先
送
り
。

▽
多
床
室
の
室
料
負
担　

老
健
、
介
護

医
療
院
、
介
護
療
養
型
病
床
の
多
床
室
の

室
料
徴
収
。
日
本
医
師
会
は
反
対
。

▽
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト　

ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
の
有
料
化
は
見
送
り
の
方
向
。　
　

▽
軽
度
者
へ
の
生
活
支
援
援
助
サ
ー
ビ

ス　

要
介
護
１
、２
を
総
合
事
業
へ
移
行
。

市
町
村
は
「
サ
ー
ビ
ス
不
足
」
と
反
対
。

▽
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費　

上
限
を
引

き
上
げ
の
方
向
。

▽
「
現
役
並
み
所
得
」
と
「
一
定
以
上

所
得
」
の
判
断
基
準　

低
所
得
者
に
配
慮

し
つ
つ
見
直
す
方
向
へ
。
一
律
２
割
負
担

は
反
対
多
数
。

国
政
ニ
ュ
ー
ス

◎
介
護
保
険
「
原
則
２
割
」
求
め
る

　
（
11
月
25
日
）
財
政
審
が
建
議

財
政
制
度
等
審
議
会
は
２
０
２
０
年

度
予
算
へ
の
建
議
書
を
麻
生
財
務
相
に

提
出
し
た
。
介
護
保
険
関
係
で
は
「
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
の
全
額
自
己
負
担
」「
要

介
護
１
、２
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
地

域
支
援
事
業
へ
移
行
」「
利
用
者
負
担
原

則
２
割
に
向
け
、
段
階
的
な
引
き
上
げ
」

な
ど
を
提
案
し
た
。

◎
12
月 

中
間
報
告
と
り
ま
と
め　

（
11
月
26
日
）
全
世
代
型
社
保
検
討
会
議

政
府
の
全
世
代
型
社
会
保
障
検
討
会

議
（
議
長
・
安
倍
首
相
）
は
12
月
内
の

中
間
報
告
取
り
ま
と
め
に
向
け
て
議
論

し
た
。
民
間
メ
ン
バ
ー
は
「
後
期
高
齢

者
の
自
己
負
担
原
則
２
割
引
き
上
げ
」

を
求
め
た
。
後
期
高
齢
者
の
自
己
負
担

引
き
上
げ
の
ほ
か
、
在
職
老
齢
年
金
の

見
直
し
、
厚
生
年
金
の
適
用
事
業
所
の

拡
大
な
ど
が
論
点
。

推
進
協
Ｈ
Ｐ
に
「
要
望
書
」
全
文
。　

要
望
書
案
１
【
基
本
報
酬
単
価
の
引
き

上
げ
】
平
成
29
年
度
介
護
事
業
経
営
実
態

調
査
（
29
年
度
実
調
）
で
ユ
ニ
ッ
ト
型
特

養
の
利
益
率
が
３
・
２
％
と
な
っ
て
い
る

が
、「
イ
ニ
シ
ャ
ル
（
居
住
費
に
関
す
る
）

収
支
」
と
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
介
護
報
酬
に

関
す
る
）
収
支
」
と
に
分
解
し
、
分
析
す

る
と
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
は
２
・
５
％
の
利
益

と
な
る
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
０
・
７
％
と

な
り
、
介
護
保
険
で
は
ほ
と
ん
ど
利
益
が

出
て
い
な
い
。
持
続
可
能
な
安
定
経
営
が

で
き
る
よ
う
基
本
報
酬
を
引
き
上
げ
て
ほ

し
い
。

要
望
書
案
２
【「
特
定
処
遇
改
善
加
算
」

の
固
有
加
算
率
の
設
定
】
個
室
ユ
ニ
ッ
ト

型
（
施
設
）
に
は
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
配

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
配
置
義
務

の
な
い
従
来
型
特
養
と
は
異
な
る
加
算
率

を
設
定
し
て
ほ
し
い
。

要
望
書
案
３
【
生
活
保
護
者
の
個
室
ユ

ニ
ッ
ト
型
施
設
利
用
規
制
撤
廃
】
生
活
保

護
者
の
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
施
設
利
用
を
制
限

し
て
い
る
「
厚
労
省
通
知
（
平
成
15
年
３

月
31
日
、
保
護
課
長
通
知
）」
を
撤
廃
し

て
ほ
し
い
。

来
年
１
月
、
実
態
調
査
を
報
告

　
　
　
（
厚
労
省
が
説
明
）

要
望
に
対
し
、
厚
労
省
は
「
ユ
ニ
ッ
ト

型
は
（
現
行
の
基
本
報
酬
で
も
）
あ
る
程

度
評
価
し
て
い
る
が
、
来
年
の
介
護
給
付

費
分
科
会
で
議
論
す
る
。
個
室
ユ
ニ
ッ
ト

型
施
設
推
進
検
討
会
（
推
進
協
も
メ
ン

バ
ー
）
で
４
０
０
０
施
設
を
対
象
に
個
室

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
実
態
を
調
査
し
て
お
り
、

来
年
１
月
に
集
計
し
、
報
告
し
た
い
」
な

ど
と
答
え
た
。　

議
連
か
ら
「
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
を
増
や
し

て
介
護
の
質
を
向
上
さ
せ
る
べ
き
だ
」「
３

対
１
配
置
基
準
を
も
っ
と
弾
力
的
に
判
断

す
べ
き
だ
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

個室ユニット推進議連第 2 回総会挨拶する石原議連会長

要望する赤枝会長

佐々木政治連盟代表

第 86 回介護保険部会（東京・神田）

2割 
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今
月
号
か
ら
介
護
保
険
事
業
計
画

を
取
り
上
げ
ま
す
。
保
険
者
で
あ
る

市
町
村
が
ど
の
よ
う
に
計
画
に
基
づ

い
て
保
険
料
を
設
定
し
て
い
る
の
か

解
説
し
て
い
き
ま
す
。
第
1
回
は
計

画
の
目
的
や
概
要
で
す
。

〇
市
町
村
が
策
定
す
る
事
業
計
画

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
、
費
用
を
負
担

す
る
人
の
構
成
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

当
然
、
必
要
と
す
る
費
用
の
額
、
一
人

当
た
り
の
負
担
額
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
市
町
村
は

毎
年
変
化
す
る
費
用
の
額
を
適
正
化
さ

せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
市
町
村
は
、

保
険
者
と
し
て
介
護
保
険
制
度
を
安
定

的
に
持
続
運
営
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
担
保
す
る
の
が
介
護

保
険
事
業
計
画
で
す
。

図
に
あ
る
通
り
、
国
の
基
本
指
針
に

基
づ
き
、
３
年
間
を
1
期
と
し
て
市
町

村
で
は
、
高
齢
化
や
利
用
者
ニ
ー
ズ
等

を
踏
ま
え
た
サ
ー
ビ
ス
毎
の
利
用
者
数

を
推
計
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
総

（２）

　

12
月
３
日
、
さ
い
た
ま
支
部
（
尾

島
朱
美
支
部
長
）と
東
京
支
部（
佐
々

木
亀
一
郎
支
部
長
）
は
自
民
党
前
参

議
院
議
員
の
木
村
義
雄
氏
を
講
師
に

外
国
人
介
護
人
材
を
テ
ー
マ
と
す
る

合
同
研
修
会
を
開
い
た
。
木
村
氏
は

「
外
国
人
材
が
介
護
人
材
不
足
の
一

助
に
な
る
が
、
確
保
は
世
界
的
な
競

争
に
な
る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。

以
下
、
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
。

推
進
協
は
11
月
28
日
に
第
３
回
研
修

委
員
会
（
栗
田
淳
二
委
員
長
）
を
開
き
、

神
奈
川
県
で
の
開
催
を
前
提
に
し
て
調

整
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
委
員
か
ら
は

行
政
職
員
に
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
関
す
る

理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
と
す
る
切
実
な

意
見
が
多
数
上
が
っ
た
。

ま
た
、
研
修
に
当
た
っ
て
固
定
配
置

の
あ
り
方
や
ユ
ニ
ッ
ト
費
の
取
り
扱
い

推
進
協
は
11
月
18
日
に
第
２
回
新
・

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
検
討
委
員
会
（
栗
田
淳

二
委
員
長
）
を
開
き
、
次
世
代
の
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
の
提
案
を
目
指
す
方
針
を
確
認

し
た
。

委
員
か
ら
「
現
在
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

で
は
重
度
化
し
て
い
く
介
護
現
場
で
は

限
界
が
あ
る
の
で
は
」
と
い
う
意
見
や

 

日
本
よ
り
英
語
圏
が
人
気

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
技
能
実
習
の
実
際

  

〇
日
本
は
安
全
、
安
心
、
親
切
だ
が
…

先
日
、
介
護
技
能
実

習
制
度
の
実
際
を
学
ぶ

た
め
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

介
護
の
学
校
を
視
察
し
、

環
境
整
備
や
移
動
移
乗

な
ど
の
研
修
を
見
学
し

ま
し
た
。
助
産
師
さ
ん
や
他
国
で
働
か
れ

て
い
た
方
々
が
学
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
彼

ら
に
日
本
を
希
望
す
る
理
由
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
日
本
は
安
全
で
安
心
し
て
生
活
が

で
き
、
日
本
人
は
親
切
で
優
し
い
と
の
答

え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
で
の
就
労

（
実
習
）
を
希
望
す
る
人
は
多
い
と
率
直
に

思
い
ま
し
た
。

 

〇
ハ
ー
ド
ル
高
い
日
本
語
能
力

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
日
本
語
検
定

試
験
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
英
語
圏
の
方
々
に
と
っ
て
い
か

に
日
本
語
が
難
し
い
か
―
。
日
本
語
の
勉

強
を
し
て
い
る
人
の
Ｎ
４
合
格
率
は
概
ね

4
割
程
度
だ
と
か
。
さ
ら
に
、
日
本
で
技

能
実
習
生
と
し
て
1
年
経
過
す
る
と
、
Ｎ

３
合
格
が
必
須
と
な
り
、
更
に
ハ
ー
ド
ル

は
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
中
東
な
ど
へ
の
希
望
者
が
激
減

し
、
同
じ
英
語
圏
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

な
ど
が
人
気
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

〇
建
前
と
本
音
の
ギ
ャ
ッ
プ

介
護
技
能
実
習
制
度
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
5
年
間
で
6
万
人
を
送

り
出
す
に
は
課
題
が
多
く
、
言
葉
の
ハ
ー

ド
ル
も
高
い
。
深
刻
な
人
材
不
足
の
状
況

に
あ
っ
て
と
に
か
く
介
護
人
材
を
確
保
し

た
い
事
業
者
の
『
本
音
』
と
、
実
習
生
受

入
の
目
的
を
国
際
交
流
や
技
能
伝
承
と
位

置
付
け
る
国
の
『
建
前
』
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
。

す
べ
て
は
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
否
め
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
委
員
長
の

  

よ
も
や
ま
話

第
８
回

（
介
護
保
険
委
員
長 

      　
　
　
藤
村 

二
朗
）   

額
を
算
出
し
ま
す
。
一
方
で
推
計
し
た

65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
に
基
づ
き
、
一

人
当
た
り
の
保
険
料
額
を
算
出
し
ま
す
。

こ
れ
が
介
護
保
険
事
業
計
画
と
し
て
公

表
さ
れ
ま
す
。

〇
都
道
府
県
が
策
定
す
る
支
援
計
画

一
方
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
市

町
村
の
介
護
保
険
事
業
計
画
を
集
計
し
、

管
内
の
サ
ー
ビ
ス
の
総
量
に
つ
い
て
明

示
し
ま
す
。
介
護
保
険
施
設
に
つ
い
て

は
、
都
道
府
県
が
今
後
の
整
備
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
第
7
期
か
ら
都
道
府
県
計
画
で

は
地
域
医
療
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、

医
療
計
画
と
の
整
合
性
を
図
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
医
療
資

源
の
動
向
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

加
え
て
、
第
6
期
か
ら
２
０
２
５
年

の
状
況
に
つ
い
て
も
推
計
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
今

後
の
動
向
を
把
握
す
る
う
え
で
大
変
貴

重
な
情
報
で
す
。

〇
気
に
な
る
点
は
次
回
か
ら
分
析

基
本
指
針
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
の

介
護
保
険
事
業
支
援
計

画
で
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
る
の
か
―
基
盤

整
備
の
基
本
的
な
方

向
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設

の
整
備
ス
タ
ン
ス
、
ユ

ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修

事
業
へ
の
取
り
組
み
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

都
道
府
県
に
よ
っ
て

記
載
は
異
な
る
た
め
当

協
議
会
と
し
て
も
気
に

な
る
点
で
す
。
次
回
か

ら
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い

て
順
に
分
析
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
長 

懸か
け
が
み
た
だ
ひ
さ

上
忠
寿
）

【
３
回
連
載
の
①
】　

介
護
保
険
事
業
（
支
援
）
計
画

目
的
は
保
険
料
算
出
と
基
盤
整
備
計
画
の
策
定

　
　
　
基
本
指
針
か
ら
今
後
の
方
針
を
見
極
め
て

介護保険事業計画について

支
部
便
り

外
国
人
材
は
世
界
と
競
争
に

  

木
村
氏
講
演　
埼
玉
・
東
京
合
同
研
修
会

行
政
向
け
研
修
会　
開
催
へ

　
　
　
　
　
第
3
回
研
修
委
員
会

次
世
代
に
向
け
た
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

　
第
２
回
新
・
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
検
討
委第 2 回新・ユニットケア検討委員会

（オンライン会議）
講演する木村氏

　
◆
特
定
技
能
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

特
定
技
能
の
制
度
の
創
設
に
関
わ
っ
た

立
場
か
ら
創
設
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
「
こ

れ
ま
で
の
外
国
人
の
就
労
は
、
週
28
時
間

ま
で
就
労
可
能
な
留
学
生
や
技
能
実
習
生

な
ど
が
中
心
だ
っ
た
。
だ
が
、
彼
ら
は
正

式
な
労
働
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
は
お
ら

ず
、
労
働
法
規
が
適
用
さ
れ
な
い
面
も
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
外
国
人
を
労
働
者
と
し

て
受
け
入
れ
る
制
度
の
創
設
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
」
と
指
摘
し
た
。

　
◆
外
国
人
材
の
活
用　
増
え
る
？

「
今
後
の
外
国
人
材
の
募
集
は
世
界
と
の

競
争
に
な
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
注
目

す
べ
き
点
と
し
て
以
下
の
と
お
り
述
べ
た
。

・
罰
則
付
き
の
長
時
間
労
働
規
制
が
来
年

度
か
ら
中
小
企
業
に
も
拡
大
す
る
。
よ
り

一
層
、
人
材
不
足
に
拍
車
が
か
か
る
と
予

想
さ
れ
る
。
そ
の
勢
い
で
外
国
人
材
の
活

用
に
向
か
う
事
業
所
が
増
え
る
の
で
は
な

い
か
。

・
諸
外
国
で
も
外
国
人
材
の
活
用
が
積
極

的
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
５
か
国
（
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
台
湾
、
韓
国
、
中
国
）

と
の
人
材
の
奪
い
合
い
が
起
き
つ
つ
あ
る
。

・
最
近
で
は
ド
イ
ツ
も
盛
ん
に
外
国
人
材

の
募
集
を
始
め
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
し
、

日
本
の
２
倍
の
賃
金
を
提
示
し
、
２
千
人

を
募
集
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
語
は
来
て
か

ら
勉
強
し
て
も
ら
え
ば
良
い
と
い
う
条
件

だ
。講

義
後
、
木
村
氏
は
外
国
人
を
積
極
的

に
活
用
す
る
近
隣
の
特
養
を
視
察
し
、
意

見
交
換
な
ど
を
行
っ
た
。

講
義
後
に
質
疑
応
答
を
行
い
、
一
時
間

半
程
度
で
終
了
し
た
。

今
後
、
推
進
協
各
支
部
で
は
順
次
同
様

の
活
動
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

【
木
村
義
雄
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

（
き
む
ら
・
よ
し
お
）。

現
自
由
民
主
党
外
国
人
労
働
者
等
特
別

委
員
会
特
別
相
談
役
。
長
年
に
渡
り
自
民

党
に
お
い
て
外
国
人
材
の
労
働
力
と
し
て

の
活
用
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

こ
の
分
野
の
第
一
人
者
。

【
取
材
の
感
想
】　

外
国
人
材
の
活
用
を
実
施
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
は
急
が
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
想
起
さ
せ
ら
れ
る
も
の

だ
っ
た
。

に
つ
い
て
も
示
し
て
ほ
し
い
と
す
る
意
見

も
あ
っ
た
。

委
員
会
は
、
今
後
、
行
政
担
当
者
向
け

に
「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
啓
発
研
修
会
」

を
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
、
ま
ず
神
奈
川

県
で
の
開
催
を
目
指
し
、
県
、
横
浜
市
と

調
整
す
る
。

研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
講
義
に
加
え
、

施
設
見
学
ま
た
は
施
設
で
の
平
時
の
様
子

を
ビ
デ
オ
上
映
す
る
。
具
体
的
な
支
援
の

方
法
な
ど
紹
介
す
る
こ
と
で
、
よ
り
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
だ
。

「
そ
の
場
合
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
と
は
い
っ

た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
」
な
ど
の
意

見
が
上
が
っ
た
。

こ
う
し
た
議
論
を
踏
ま
え
、
推
進
協

と
し
て
新
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
位
置
付
け

や
定
義
を
明
ら
か
に
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
介

護
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
次
世
代
の
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
提
案
す
る
こ
と
に
し
た
。

栗田研修委員長（オンライン会議）
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【
施
設
の
紹
介
】

〇
家
庭
の
よ
う
な
施
設
を

平
成
18
年
2
月
、
埼
玉
県

行
田
市
の
東
武
伊
勢
崎
線
羽

生
駅
か
ら
車
で
約
10
分
の
田

園
の
中
に
開
設
さ
れ
た
。

「
ふ
ぁ
み
ぃ
ゆ
」
は
フ
ラ

ン
ス
語
で
家
族
や
家
庭
の
意

味
が
あ
る
。
家
庭
の
よ
う
な

温
か
い
支
援
を
し
た
い
と

願
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
。

〇
プ
ラ
チ
ナ
プ
ラ
ス
に
認
定

3
人
の
子
ど
も
の
母
親
で

も
あ
る
藤
井
施
設
長
は
、
以

前
の
職
場
で
育
児
休
暇
を
取

得
し
、
夫
の
協
力
も
得
な
が

ら
子
育
て
を
し
た
。
そ
の
経

験
か
ら
子
育
て
す
る
職
員
が

働
き
や
す
い
施
設
づ
く
り
を

考
え
た
。

出
産
や
育
休
後
に
復
帰
し

や
す
い
よ
う
、
短
時
間
正
規

雇
用
制
度
や
男
性
の
育
児
休

業
取
得
、
女
性
管
理
職
の
登

用
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
短

時
間
正
規
雇
用
制
度
は
、
元

正
職
員
だ
っ
た
人
で
週
30
時

間
以
上
の
勤
務
が
で
き
る
人

を
対
象
と
し
て
い
る
。
子
ど

も
が
小
6
に
な
る
ま
で
利
用

で
き
る
。

多
様
な
働
き
方
を
応
援
す

る
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

25
年
に
埼
玉
県
が
実
施
す
る

「
多
様
な
働
き
方
実
践
企
業

認
定
制
度
」
で
プ
ラ
チ
ナ
に

認
定
、
30
年
に
は
プ
ラ
チ
ナ

プ
ラ
ス
に
認
定
さ
れ
た
。

〇
利
用
者
が
生
け
る
迎
え
花

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
女
性
は
長
い
間
お
花

の
先
生
を
し
て
い
た
。
し
か

し
、
足
腰
が
弱
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
、
最
近
は
生
け
る
こ

と
を
や
め
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
を
知
っ
た
担
当
ケ
ア
マ
ネ

が
玄
関
に
飾
る
迎
え
花
を
生

け
て
も
ら
う
よ
う
提
案
し
、

実
現
し
た
。

〇
敷
地
内
の
果
樹
で
お
や
つ

施
設
の
敷
地
内
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
果
樹
が
収
穫
で
き

る
。
今
秋
は
、
柿
や
ゆ
ず
を

収
穫
し
、
甘
く
煮
て
お
や
つ

と
し
て
提
供
し
喜
ば
れ
た
。

〇
根
拠
を
持
っ
た
ケ
ア
を

作
業
療
法
士
と
セ
ロ
ト
ニ

ン
ト
レ
ー
ナ
ー
の
資
格
を
持

つ
近
藤
慶
一
施
設
ケ
ア
課

長
。
以
前
、
作
業
療
法
士
と

し
て
精
神
科
に
勤
務
し
て
い

た
。
精
神
障
が
い
者
に
対
し
、

根
拠
を
持
っ
て
ケ
ア
を
し
た

い
と
考
え
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ぶ
こ
と

に
。
ス
ト
レ
ス
・
セ
ロ
ト
ニ

ン
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

有
田
秀
穂
先
生
（
東
邦
大
学

医
学
部
名
誉
教
授
、
セ
ロ
ト

ニ
ン
D
o
j
o
理
事
）
に

師
事
し
、
ト
レ
ー
ナ
ー
資
格

を
取
得
し
た
。

現
在
、
職
員
向
け
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
地
域
の
方
向
け
の

健
康
塾
を
開
催
し
て
い
る
。

う
つ
に
な
り
に
く
い
体
づ
く

り
の
た
め
に
、
食
生
活
、
日

光
浴
な
ど
の
重
要
性
を
説
い

た
り
、
健
康
塾
で
は
呼
吸
法

や
ヨ
ガ
を
指
導
し
て
い
る
。

【
藤
井
尚
子
施
設
長
か
ら
】

自
己
決
定
、
自
己
選
択
の

機
会
を
増
や
し
て
個
別
ケ
ア

が
で
き
る
職
員
を
増
や
し
た

い
。
利
用
者
の
暮
ら
し
に
合

わ
せ
た
人
員
を
配
置
し
て
、

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
を
し

て
満
足
度
を
高
め
た
い
。

【
取
材
後
記
】
根
拠
を
持
っ

て
関
わ
り
た
い
と
話
す
近
藤

課
長
。
施
設
は
地
域
の
一
部

で
あ
り
た
い
と
語
る
藤
井
施

設
長
。
2
人
の
笑
顔
が
印
象

的
で
し
た
。（
事
務
局
・
山
崎
）

【
施
設
の
紹
介
】

〇
横
浜
市
初
の
大
規
模
木
造

今
年
5
月
、
横
浜
市
港
南

区
の
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
の
港

南
台
駅
か
ら
徒
歩
7
分
の
国

有
地
に
開
設
さ
れ
た
。
転
倒

に
よ
る
骨
折
リ
ス
ク
を
減
ら

す
こ
と
を
目
的
に
横
浜
で
は

初
の
大
規
模
耐
火
木
造
の
特

養
と
な
っ
た
。

港
南
区
の
花
が
「
ひ
ま
わ

り
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
ひ

ま
わ
り
港
南
台
」
と
名
付
け

ら
れ
た
。
施
設
の
各
フ
ロ
ア

に
は
ひ
ま
わ
り
の
絵
が
飾
ら

れ
て
い
る
。

〇
良
い
と
思
う
も
の
を
導
入

良
い
も
の
を
導
入
す
る
こ

と
は
、
職
員
に
も
入
居
者
に

も
満
足
に
つ
な
が
る
。
家
具

や
照
明
、
壁
紙
な
ど
一
つ
一

つ
を
吟
味
し
て
導
入
し
た
。

〇
研
修
セ
ン
タ
ー
と
実
習
室

研
修
セ
ン
タ
ー
に
は
元
福

祉
専
門
学
校
の
講
師
が
セ
ン

タ
ー
長
と
し
て
常
駐
し
て
い

る
。
無
資
格
、
未
経
験
の
人

で
も
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

い
た
ケ
ア
を
教
え
て
く
れ
る

人
が
い
る
の
で
心
強
い
そ
う

だ
。
研
修
室
の
隣
に
あ
る
実

習
室
は
実
際
の
居
室
と
同
じ

広
さ
で
作
ら
れ
て
い
る
。
介

助
す
る
と
き
の
高
さ
や
動
線

の
確
認
な
ど
も
実
習
時
に
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
職
員
が
納
得
し
て
導
入

福
祉
機
器
は
施
設
長
が
介

護
職
員
と
一
緒
に
見
学
し
て

決
め
た
。
職
員
が
良
い
と
思

う
製
品
で
な
け
れ
ば
入
居
者

に
薦
め
ら
れ
な
い
。
皆
が
良

い
と
思
っ
た
製
品
は
ト
ラ
イ

ア
ル
を
し
て
入
居
者
に
も
評

判
が
良
い
も
の
を
導
入
し

た
。
入
浴
の
機
器
は
理
事
長

に
も
水
着
に
な
っ
て
入
っ
て

も
ら
っ
た
り
、
動
線
の
確
認

の
た
め
に
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で

現
場
の
大
き
さ
を
テ
ー
プ
で

貼
っ
て
確
認
し
た
り
し
た
。

〇
職
員
向
け
の
サ
ー
ビ
ス

職
員
が
大
事
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
た
め
に
、
職
員
の

子
ど
も
を
預
か
る
た
め
の
託

児
所
や
W
i
‐
F
i
完
備

の
食
堂
を
設
置
し
て
い
る
。

託
児
所
は
定
員
20
名
。

利
用
料
は
1
時
間
当
た
り

２
０
０
円
、
二
人
目
以
降
無

料
で
利
用
で
き
る
。
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
形
式
の
食
堂
は
、
月
曜

か
ら
土
曜
ま
で
昼
食
を
無
料

で
提
供
し
て
い
る
。

【
髙
田
修
嗣
施
設
長
か
ら
】

自
分
が
介
護
職
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
職
員
の
気

持
ち
も
わ
か
る
し
、
祖
母
が

特
養
に
入
っ
て
い
た
の
で
家

族
の
気
持
ち
も
わ
か
る
。
Ｅ

Ｓ
（
従
業
員
満
足
）
な
く
し

て
Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満
足
）
無
し
。

職
員
が
自
分
が
入
り
た
い
と

思
え
る
施
設
、
こ
こ
で
働
い

て
い
る
こ
と
を
誇
れ
る
施
設

を
目
指
し
た
い
。

【
取
材
後
記
】
職
員
を
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
を
言
葉
だ

け
で
な
く
具
体
的
に
示
す
こ

と
が
大
事
だ
と
語
る
髙
田
施

設
長
が
印
象
的
で
し
た
。（
事

（3）

神奈川県

〒 234-0055　神奈川県横浜市港南区日野南 3-7-10　TEL：045-830-3710　FAX： 045-830-3713
【特養】定員 180 人（18 ユニット）

社会福祉法人 育生会

社会福祉法人 瑞穂会

特別養護老人ホーム

介護老人福祉施設

ひまわり港南台

ふぁみぃゆ行田埼玉県

〒 361-0012  埼玉県行田市下須戸 75 番地 TEL：048-559-4165　FAX：048-559-5165
【特養】定員 90 人（９ユニット）　【ショートステイ】定員 10 人（1 ユニット）

 ～ 地域にとけこんだ
　　　　　　　　家庭のような温かい施設でありたい ～

～ 職員ファースト＝入居者ファースト
　ES（従業員満足）無くして、CS（顧客満足）無し ～

施設外観

多様な働き方
実践企業認定証 ユニット内の居室

各フロアにひまわりの絵

実習室入口とトイレ（中央）居室と同じ広さの実習室内部

家具はカリモクで統一

Wi-Fi 完備・無料で食事ができる食堂

壁紙も吟味して導入

10 月の迎え花ゆず ( 上 ) と
柿（下）の甘煮

健康塾（ふぁみぃゆ東館）

痛みを忘れて生ける女性
生活リハビリの一環で

梅ジュース作り手技療法を施す近藤課長

藤井施設長

に
つ
い
て
も
示
し
て
ほ
し
い
と
す
る
意
見

も
あ
っ
た
。

委
員
会
は
、
今
後
、
行
政
担
当
者
向
け

に
「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
啓
発
研
修
会
」

を
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
、
ま
ず
神
奈
川

県
で
の
開
催
を
目
指
し
、
県
、
横
浜
市
と

調
整
す
る
。

研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
講
義
に
加
え
、

施
設
見
学
ま
た
は
施
設
で
の
平
時
の
様
子

を
ビ
デ
オ
上
映
す
る
。
具
体
的
な
支
援
の

方
法
な
ど
紹
介
す
る
こ
と
で
、
よ
り
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
だ
。

施設外観

移動式リフトとシャワー浴

髙田施設長

務
局
・
山
崎
）
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29
年
度
実
調
を
分
析
「
報
酬
引
き
上
げ
を
」

介
護
に
関
す
る
政
府
機
関
や
民
間
団
体
の

動
向
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
厚
生
労

働
省
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
推
進
協

Ｈ
Ｐ
の
W
e
e
k
l
y
参
照
。
赤
字
は
重

要
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

■
基
金
執
行
率
は
７
割
弱

（
11
月
６
日
）
医
療
介
護
総
合
確
保

厚
労
省
は
医
療
介
護
総
合
確
保
促
進
会
議

に
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
度
～
29
（
17
）

年
度
の
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金（
介
護
分
）

の
執
行
状
況
な
ど
を
報
告
し
た
。
交
付
総
額

は
２
１
０
８
億
円
、
執
行
総
額
１
４
４
２
億

円
、
執
行
率
は
７
割
弱
。

■
「
特
定
処
遇
改
善
加
算
」
調
査

（
11
月
11
日
）
改
善
効
果
を
検
証
へ

介
護
給
付
費
分
科
会
の
介
護
事
業
経
営
調

査
委
員
会
は
、今
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た「
介

護
職
員
等
の
特
定
処
遇
改
善
加
算
」
の
調
査

票
案
を
了
承
し
た
。
実
施
は
来
年
４
月
。

■
「
社
福
連
携
法
人
」
創
設
へ

（
11
月
11
日
）
福
祉
部
会

社
会
保
障
審
議
会
の
第
23
回
福
祉
部
会
は

【
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
卒
業
生
の
国
家
試

験
義
務
付
け
】【
社
会
福
祉
法
人
の
事
業
展

開
】
な
ど
の
厚
労
省
案
を
議
論
し
た
。

【
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
卒
業
生
へ
の
国

家
試
験
義
務
付
け
】「
施
設
養
成
コ
ー
ス
」

へ
の
国
家
試
験
を
免
除
す
る
経
過
措
置
（
５

年
間
）
の
廃
止
を
め
ぐ
っ
て
議
論
。
老
施
協

な
ど
は
経
過
措
置
の
延
長
を
要
望
。

【
社
会
福
祉
法
人
の
事
業
展
開
】
連
携
法

人
制
度
の
創
設
が
提
案
さ
れ
、
厚
労
省
は
限

定
的
に
貸
付
を
認
め
る
方
向
を
示
し
た
。

■
要
介
護
認
定
期
間　
最
長
４
年
へ

（
11
月
14
日
）
第
85
回
介
護
保
険
部
会

第
85
回
介
護
保
険
部
会
は
【
医
療
と
介
護

の
連
携
】【
住
所
地
特
例
】【
論
点
ご
と
の
議

論
】
な
ど
を
議
論
し
た
。

【
医
療
と
介
護
の
連
携
】
要
介
護
認
定
の

有
効
期
間
の
上
限
を
36
カ
月
か
ら
48
カ
月
に

延
長
。

【
住
所
地
特
例
】
認
知
症
高
齢
者
Ｇ
Ｈ
な

ど
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
特
例
の
対
象

に
加
え
る
。

【
論
点
ご
と
の
議
論
】
▽
高
齢
者
向
け
住

ま
い
・
都
道
府
県
は
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー

ム
の
届
け
出
情
報
を
市
町
村
に
通
知
す
る
▽

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
▽
負
担
能
力
に
応
じ

て
引
き
上
げ
を
検
討
。

■
介
護
医
療
院
２
４
８
施
設

（
11
月
14
日
）
９
月
末
時
点　
伸
び
鈍
化

介
護
医
療
院
数
は
９
月
末
日
時
点
で

２
４
８
施
設
。
伸
び
率
は
鈍
化
。

■
ケ
ア
マ
ネ
管
理
者
要
件
６
年
延
期

（
11
月
15
日
）
介
護
給
付
費
分
科
会

第
１
７
２
回
介
護
給
付
費
分
科
会
は
【
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
の
管
理
者
要
件
経
過
措

置
】
な
ど
を
議
論
し
、
厚
労
省
の
対
応
案
を

了
承
し
た
。

【
地
域
区
分
】
当
該
地
域
よ
り
も
高
い
（
低

い
）
地
域
に
囲
ま
れ
て
い
る
場
合
（
完
全
囲

ま
れ
ル
ー
ル
）
な
ど
の
場
合
、
引
き
上
げ
ま

た
は
引
き
下
げ
を
認
め
る
。

【
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
管
理
者
要
件
】

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
配
置
義
務
を
令
和

３
年
度
末
ま
で
猶
予
す
る
「
経
過
措
置
」
を

９
年
３
月
末
ま
で
6
年
延
期
。
不
測
の
事
態

に
陥
っ
た
事
業
所
は
適
用
を
１
年
間
猶
予
。

■
介
護
保
険
２
割
負
担
拡
大
を

（
11
月
19
日
）
経
団
連
が
提
言

経
団
連
は
政
府
に
①
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
利
用
者
２
割
負
担
を
継
続
す
る
形
で
制

度
を
見
直
す
②
受
診
時
定
額
負
担
の
導
入
③

介
護
保
険
の
２
割
負
担
対
象
者
の
拡
大
─
な

ど
を
提
言
し
た
。

■
介
護
保
険
「
原
則
２
割
」
を
提
案

（
11
月
25
日
）
財
政
審
が
建
議

財
政
制
度
等
審
議
会
は
来
年
度
予
算
の
編

成
へ
の
建
議
を
ま
と
め
た
。
介
護
保
険
関
係

で
は「
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
全
額
自
己
負
担
」

「
要
介
護
１
、２
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
地

域
支
援
事
業
へ
の
移
行
」「
利
用
者
負
担
原

則
２
割
に
向
け
た
段
階
的
な
引
き
上
げ
」
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

■
後
期
高
齢
者
２
割
負
担
を
議
論　

（
11
月
26
日
）
全
世
代
型
検
討
会
議

政
府
の
全
世
代
型
社
会
保
障
検
討
会
議

（
議
長
・
安
倍
首
相
）
が
開
か
れ
、
民
間
メ

ン
バ
ー
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
自

己
負
担
原
則
２
割
引
き
上
げ
」
を
求
め
る
賛

成
意
見
が
相
次
い
だ
。

■
申
請
・
届
出
書
類
で
報
告
書

（
11
月
27
日
）
介
護
文
書
軽
減
へ

文
書
負
担
軽
減
専
門
委
員
会
は
事
務
負
担

削
減
策
な
ど
を
示
す
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

押
印
や
添
付
書
類
（
原
本
証
明
な
ど
）
の
省

略
や
書
類
の
様
式
の
標
準
化
な
ど
。

■
第
８
期
事
業
計
画
の
議
論
大
詰
め

（
11
月
27
日
）
介
護
保
険
部
会

第
86
回
介
護
保
険
部
会
は
【
社
会
福
祉
法

人
の
事
業
展
開
】【
介
護
福
祉
士
養
成
施
設

卒
業
生
の
国
家
試
験
義
務
付
け
】【
保
険
者

機
能
】【
論
点
ご
と
の
議
論
】【
制
度
の
持
続

可
能
性
の
確
保
】
を
議
論
し
た
。

（
注
）
11
月
14
日
の
第
85
回
参
照
（
重
複

部
分
は
未
掲
載
）。

▽
調
整
交
付
金　

加
入
割
合
の
違
い
に
係

る
計
算
に
つ
い
て
「
要
介
護
認
定
率
」
か
ら

「
介
護
給
付
費
」
を
重
視
す
る
方
法
に
見
直

し
、
精
緻
化
す
る
。
激
変
緩
和
措
置
を
講
じ

る
（
賛
成
多
数
）。

▽
補
足
給
付　

給
付
額
の
小
幅
な
引
き
下

げ
を
求
め
る
意
見
も
（
賛
否
両
論
）。

▽
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト　

ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
の
有
料
化
（
賛
否
両
論
）。　
　

▽
軽
度
者
へ
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス　

自

治
体
は
「
要
支
援
の
検
証
が
先
決
」
と
主
張

（
反
対
優
勢
）。

▽
「
現
役
並
み
所
得
」
と
「
一
定
以
上
所

得
」
の
判
断
基
準　
「
低
所
得
者
に
配
慮
し

つ
つ
（
引
き
上
げ
に
）
理
解
を
求
め
る
べ
き

だ
」
の
意
見
も
（
賛
否
両
論
）。

■
死
亡
数
１
３
６
万
人
で
過
去
最
多

（
11
月
28
日
）
18
年
人
口
動
態
（
確
定
数
）

厚
労
省
の
「
平
成
30
年
人
口
動
態
統
計

（
確
定
数
）
の
概
況
」
に
よ
る
と
、
出
生
数

は
91
万
８
４
０
０
人
で
過
去
最
少
、
死
亡
数

１
３
６
万
２
４
７
０
人
で
過
去
最
多
、
自

然
減
は
44
万
４
０
７
０
人
で
12
年
連
続
の
減

少
。合

計
特
殊
出
生
率
は
１
・
42
で
前
年
度
比

０
・
01
㌽
低
下
。

■
介
護
総
費
用
10
兆
円
突
破　

（
11
月
28
日
）
18
年
度
介
護
給
付
費
統
計

厚
労
省
は
「
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
度
・

介
護
給
付
費
等
実
態
統
計
」
の
結
果
を
公
表

し
た
。
利
用
者
自
己
負
担
と
給
付
費
を
合
わ

せ
た
介
護
費
用
は
10
兆
１
５
３
６
億
円（
２
・

２
％
増
）
で
初
め
て
10
兆
円
を
超
え
た
。
年

間
実
受
給
者
数
５
９
７
万
３
５
０
０
人（
１
・

１
％
減
）。

■
総
合
事
業
の
上
限
を
弾
力
化　

（
11
月
29
日
）
介
護
予
防
検
討
会
が
報
告
書

一
般
介
護
予
防
事
業
等
の
推
進
方
策
に
関

す
る
検
討
会
は
総
合
事
業
の
上
限
額
の
弾
力

化
や
「
通
い
の
場
」
へ
の
理
学
療
法
士
な
ど

専
門
職
の
関
与
を
盛
り
込
ん
だ
報
告
書
を
ま

と
め
た
。

（４）

ズ
バ
リ
回
答
！

　

人
事
・
労
務
の
お
悩
み

◎
処
遇
改
善
加
算
で

　

 

是
正
勧
告
を
受
け
た
が
…
？ 

【
今
月
の
相
談
内
容
】

処
遇
改
善
加
算
と
特
定
処
遇
改
善
加

算
を
財
源
と
し
て
毎
月
の
手
当
と
年
２

回
賞
与
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
先
日
、

労
働
基
準
監
督
署
か
ら
「
残
業
手
当
は

『
毎
月
の
手
当
』
を
含
め
た
割
増
賃
金
で

計
算
し
て
く
だ
さ
い
」
と
是
正
勧
告
さ

れ
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

【
回
答
】

２
つ
の
加
算
は
、
介
護
職
員
等
の
待

遇
を
手
厚
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

介
護
報
酬
に
加
算
さ
れ
ま
す
。
法
人
内

で
は
、
賃
金
規
程
を
介
し
て
、
給
与
の

一
部
と
し
て
充
当
さ
れ
ま
す
。
労
働
の

対
償
と
し
て
金
額
が
確
定
さ
れ
て
い
る

手
当
は
、
残
業
手
当
の
計
算
対
象
に
な

り
ま
す
。

是
正
勧
告
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
監

督
官
が
判
断
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま

す
。残

業
手
当
の
計
算
か
ら
除
外
さ
れ
る

も
の
は
①
家
族
手
当
②
通
勤
手
当
③
別

居
手
当
④
子
女
教
育
手
当
⑤
住
宅
手
当

⑥
臨
時
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
⑦
１
ヶ
月

を
超
え
る
期
間
を
基
準
と
し
て
支
払
わ

れ
る
賃
金
で
す
。
賞
与
は
⑦
に
該
当
す

る
た
め
、
算
定
外
賃
金
と
な
り
、
残
業

の
計
算
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
右
記
の
よ
う
に
支
給
し
て

い
る
手
当
で
あ
っ
て
も
、
職
員
に
一
律

に
支
給
し
て
い
る
な
ど
の
手
当
の
場
合
、

除
外
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
ご

質
問
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
局
ま

で
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
監
事
・
特
定
社
会
保
険
労
務
士 

栗
田
淳
二
）

11
月
１
日
～
11
月
30
日

　
３
８
４
施
設

　
（
令
和
元
年
12
月
1
日
現
在
）

【
会
員
施
設
数
】

2/6( 木 ) ～ 2/7（金）
大田区産業プラザ（東京）

受講料
36,000円

第２回 第２回 ユニットケア施設管理者研修ユニットケア施設管理者研修

座学２日間
Eラーニング導入により座学は以前より１日短縮

お申し込みはWEBで　http://suishinkyo.net

申込受付中！　

最先端技術で

新しいケアに挑戦！！

第1回  介護老人施設ケア研究大会 in 名古屋

2020年10月14日（水）・15日（木）

第14回全国個室ユニット型施設推進協議会　全国大会

愛知県産業労働センター「ウインクあいち」参加して現場を変えよう！


